
困っているお子さんの姿をみて「困っていることにアプローチしてあげたい」「困っていることを改善す

るために学ばせてあげたい」、そんな思いを抱かれる保護者の方、たくさんおられると思います。

今回は、「コミック会話」の要素を使いながら、お子さんや周りが困った状況をお子さんにどう伝え、
理解してもらうかをテーマに親子で活動しながら学びたいと思います。お子さんや周りが困った場面に

おいて、お子さんがどのように思っていたのかを、ことばにしてもらうことで保護者の方がお子さんを理

解すること、周りがどのように思っていたかを知ってもらうことでお子さんの理解を深めることを目的とし

た活動を行います。

令和７年度 関市こども家庭センター 子ども家庭課

アク・ラン Activity＆Learning

～親子で一緒に活動しながら学ぼう～

日時：令和７年 ８月２０日（水）

１０時から１１時３０分

場所：関市総合福祉会館 ３階会議室３－１

対象：関市在住で小学校に在籍しており

「コミック会話」に興味ある親子

※吹き出しのことばを考えるワークを行います

※小学３～４年生程度が理解しやすい内容ですが

興味があればその他の学年でも構いません

※お子さんと保護者のペアでご参加ください

持ち物：飲み物、鉛筆、消しゴム

申込み方法：

※QR コード申込みが難しい場合は、問合せ先まで

ご連絡ください

問合せ先 関市役所 健康福祉部 こども家庭センター 子ども家庭課 発達相談支援係 担当：藤滝・水野

Tel ０５７５－２３－０１８９ ９時から１７時（土日祝日除く）

無料

１０組定員

「コミック会話」とは、人物を線画で描いて、それに

漫画でよく使われる「吹き出し」の中に言葉を入

れていくものです。コミック会話を活用して、できご

との流れを確認したり、他者の気持ちを想像したり

することを通じて、日常生活における他者の心情

理解に結び付けます。

「独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

特別支援教育リーフ Vol.18 より抜粋」

申込み QR コード

７月１日(火)から

７月３１日(木)受付


